
1 【最新】令和８年第22週（５月25日～５月31日）

広島県

第19週 第20週 第21週 第22週

(５/４～５/10) (５/11～５/17) (５/18～５/24) (５/25～５/31) 注意報

定点当たり 報告数 定点当たり 開始基準値 継続基準値 開始基準値

1 37.38 56.75 56.38 47.63 381 38.14

2 0.13 0.38 0.13 0.00 0 0.02 30 10 10

3 0.38 0.50 2.38 1.13 9 0.61 13 8 8

4 0.20 0.40 0.00 0.00 0 0.20

5 1.80 3.00 2.20 2.40 12 0.61 3 1 -

6 1.00 3.80 4.20 3.80 19 2.32 8 4 -

7 3.00 5.80 4.00 4.40 22 4.48 20 12 -

8 0.20 0.60 0.40 0.00 0 0.25 2 1 1

9 0.20 0.00 0.80 0.80 4 1.64 5 2 -

10 0.00 0.00 0.40 0.00 0 0.20 2 1 -

11 0.00 0.20 0.40 0.40 2 0.25

12 0.00 0.60 0.20 0.20 1 0.84 6 2 -

13 0.00 0.00 0.00 0.00 0 0.00 6 2 3

14 0.00 0.00 0.00 0.00 0 0.00 1 0.1 -

15 0.00 2.00 0.00 0.00 0 0.63 8 4 -

16 0.00 0.00 0.00 0.00 0 0.00

17 0.00 0.00 0.00 0.00 0 0.00

18 0.00 0.00 0.00 0.00 0 0.25

19 0.00 0.00 0.00 0.00 0 0.00

20 0.00 0.00 0.00 0.00 0 0.00

2

3 管内の流行状況

五類 カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症 1 1

後天性免疫不全症候群 1 0

アメーバ赤痢 1 0

百日咳 2

四類

三類 腸管出血性大腸菌感染症 1 0

発生なし 0 0

水痘（入院例） 1 0

二類 結核 9 1 梅毒 7 0

一類 発生なし 0 0

五類

0

管内報告数 類別 疾患名 県内報告数 管内報告数

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎(オウム病を除く)

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

一類・二類・三類・四類感染症及び全数把握五類
感染症管内発生状況

類別 疾患名 県内報告数

無菌性髄膜炎

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

水痘

手足口病

伝染性紅斑

突発性発疹

ヘルパンギ－ナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎　(真菌性を含む)

咽頭結膜熱

広島県西部東保健所管内（竹原市、東広島市、大崎上島町）の感染症の流行情報

№ 疾患名

西部東保健所管内
警報・注意報発令基準

第22週

(５/25～５/31) 警報

定点当たり

急性呼吸器感染症（ARI)

インフルエンザ(鳥インフルエンザを除く)

新型コロナウイルス感染症

RSウイルス

〇県内の警報発令状況〇

・手足口病警報（R８.６.４～）

○手足口病警報が発令されました○

・広島県感染症発生動向調査による、令和８年第22週（５月25日～５月31日）の

定点医療機関（56 医療機関） からの手足口病の報告患者数が、福山市保健所

管内（福山市）において、国立健康危機管理研究機構が示している警報開始基

準値（定点当たり５）を上回りました。

・手足口病は夏に流行することが多い感染症であり、今後拡大する恐れがあること

から、広島県の感染症発生動向調査警報・注意報発令要領に基づき、６月４日、

「手足口病警報」が発令されました。

○手足口病とは○

・手足口病は、乳幼児がかかり易い感染症で、４歳以下が約９割を占めています。

・予後は良好な疾患とされていますが、まれに急性髄膜炎や急性脳炎を生ずること

もあります。

・国内における手足口病の流行は通常、夏季にピークを迎えます。

〇参考〇

「手足口病警報」を発令しました - 広島県感染症・疾病管理センター（ひろしまＣＤＣ）

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/hcdc/teashikuchi-keihou.html

※「定点当たり患者報告数」とは、広島県が指定した医療機関（定点医療機関）から１週間ごとに報告される患者数を、定点医療機関数（西部東保健所：10）で割った値のことです。

● 西部東地域の情報 （第22週）
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定点医療機関当たりの報告患者数

（西部東保健所管内）

インフルエンザ 新型コロナウイルス感染症 RSウイルス

咽頭結膜熱 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 感染性胃腸炎

（人）


